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金属薄板に周期的な開口を有した金属メッシュデバイス（Metal Mesh Devise : MMD）は，これまでバン

ドパスフィルターとして用いられて来たが，近年，その特性がプラズモンに関連する表面モードに由来す

ることを利用した簡便なバイオセンサーとしての応用が提案されている[1]．その中でも，バンドパス領域に

発生する鋭い Dip 構造[2]は，バイオセンシングをする上でのプローバーとして注目されている．我々は，

これまでの研究より，Dip 構造の発生には入射角だけでなく，開口サイズや開口形状にも影響を受けるこ

とを確かめており[3-5]，SPP の分散に由来する単純な回折効果だけでは説明できず，様々な構造パラメ

ーターの影響を受けることを予想した．この様な予想から，本研究では，MMDにおける厚みの構造パラメ

ーターが，Dip構造の発生に大きく影響を与えることを確認したので報告する． 

FDTDシミュレーションを用いて，周期 260 mの正方格

子で，上辺 160 m，下辺 200 m，高さ 180 mの台形開

口型MMDを対象とし，その厚さを変化させた時の垂直入

射時における透過率を求め，Dip 発生周波数を調べた．

図 1は，Dip発生周波数の厚み依存性を示しており，図中

の破線は周期性のみを考慮した表面波の理論的な励起

周波数を示している．図より，厚みが増すにつれ Dip 発生

周波数が高周波側にシフトしていくことがわかる．この結果

より，Dip 構造の発生には開口端部だけではなく，開口内

部，あるいは両表面での伝搬モードの影響を受けているこ

とが考えられる．発表では開口比を変えた時の厚みの効

果について調べた結果も紹介し，Dip 構造に関係する表

面モードについての見解を報告する． 
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図１ 台形開口型MMDのDip発生周波数の厚み
依存性（●印）．破線は 0次回折周波数． 
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